
杉並消防署からのお知らせ

令和６年１月１日、令和６年能登半島地震が発生しました。この地震
で、石川県志賀町で震度７、北海道から九州地方まで震度６強から震
度１を観測し、家具の転倒や落下物により負傷者が発生しています。
災害の多い今だからこそ、「家具転対策」を見直しましょう！

東京消防庁 家具転対策 検索

してますか？
家具類の転倒・落下・移動防止対策

●家具転対策をしていないと起こる危険

けが 火災 避難障害

地震時に３割～５割の人
が、直接家具等が当たっ
たり、つまずいて転んだ
り等でけがをしています。

家具等がストーブ等を倒
して、火災を引き起こす
だけではなく、ストーブ
等に本棚の本が落下し
火災が発生することもあ
ります。

出入口付近に家具等を
置いていると、転倒した
家具等が出口を塞ぎ部
屋から出られなくなりま
す。家具等を置く向きに
は注意が必要です。

●家具転対策の例

地震から命を守る家具転対策
－あなたの準備が大切な人の命を救います－

問い合わせ先 杉並消防署 地域防災担当
TEL：０３－３３９３－０１１９

家具転対策ハンドブック

※家具転（かぐてん）対策とは、「家具類の転倒・落下・移動防止対策」の略です。


